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3. ある高次元アトラクタの研究 - ア トラクタの内と外 一
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N- i.mod(in_1+ in,2)×2n-1十 1 (2)
n=1




















































場合軌 対称性からC =C" ,C =Cy∬,B -B =0となるのでiタイプであることがXX Xy ∬ y
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isis),周期が半減した2倍の大きさのカオスとなる(図5)0
Dが大き.くなると,上でのべたような分岐線が交差し,周期解とカオスの共存など,さらに
複雑になってゆく｡
一次元離散力学系を生成する母関数とその導関数
日大 ･理工 紺野公明,入江治行
日大 ･原研 島田-辛
最近,力学系を複素化し,その解析的性質より力学系の性質を調べる試みがなされている｡
複素化の1つの方法に微分方程式の独立変数を複素化し,解の解析的性質をもとに方程式の可
積分性とか,軌道の規則 ･不規則性の議論がなされている｡ここ我々が新しく議論する力学系
の複素化の方法は,山口･畑により導入された力学系を生成する母関数の展開パラメタを複素
化し,その母関数の解析的性質より力学系が示す規則 ･不規則性を考察することである｡
力学系が示す軌道の不安定性を表す量に.Lyapunov指数がある｡力学系を生成する母関数は
軌道の振舞を表すが,その軌道の持つ不安定性までは表現できない｡そこで我々はその情報を
得るために母関数の形式的高階導関数を導入する｡特に一階導関数は軌道不安定性を表す Ly-
Apunov指数と密接に関係していることが示される｡
母関数F｡の収束半径とその形式的一階導関数Flの収束半径にはなんら関係はないoもし母
関数の収束半径が一階導関数のそれより大きいなら,母関数は連続であるが微分不可能な領域
をもち,フラクタルな性質を示す｡
この報告では,一次元離散力学系を例に次の事をしめす :
(1)F｡とFlの解析的性質,
(2)Flの収束半径とLyapunov指数との関係,
(3)F｡のフラクタル性o
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